
 

 

 

 

 

 

 

 

圧延ＡＺ３１をＬａｂｏＴｅｘでＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

 

 

 

 

 

 ＣｕｂｉｃはＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行ったが 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌでは、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアで再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行います。 

 今回ＬａｂｏＴｅｘと組み合わせているが、他のＯＤＦソフトウエアでも同様に扱えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月３０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＣｕｂｉｃのＡｌ，Ｃｕ，ＦｅのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｏｉｏｎを求めてましたが 

   今回は、Ｈｅｘａｇｏｎａｌの押し出しＡＺ３１を扱ってみます。 

 

使用する極点図 

 リガクＲＩＮＴ２０００で測定した極点図 

  

 

処理の流れ 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエア  

  バックグランド除去 

  計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

  ＯＤＦ解析 

  極点図のＥｘｐｏｒｔ① 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

  Ｒｐ％プロファイル評価 

  ＮＧの場合、再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

  ＯＤＦ解析 

  極点図のＥｘｐｏｒｔ② 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

  Ｒｐ％プロファイル評価 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

  ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

  ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎから計算した極点図をＥｘｐｏｒｔ③ 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

  極点図②と極点図③からＲｐ％プロファイル評価 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰＯｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで補正処理 

 

 

補正する。  

ＯＤＦ入力データ 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ入力データ作成 

  

 

ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析 

  

 

 極点図をＥｘｐｏｒｔし、Ｒｐ％プロファイルを評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ODFPoleFigure2 の計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正が足りないので再度ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 

 

    

    

 

 



再度ＬａｂｏＴｅｘ入力データを作成 

 

ＯＤＦ解析 

  

極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％プロファイルを評価 

  

 

 Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内になり、VolumeFractionを求めます。 

 

 



VolumeFraction計算 

 

     ＶＦ５７％から計算された ODF図 

 

VolumeFractionから計算した極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％プロファイル評価 

 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果は正しいと評価されます。 



ODF図の評価 

 

 

 ＜００１＞Ｆｉｂｅｒが５７％でＭｉｎ＝０．４２８はｒａｎｄｏｍが４２．８％ 

  ＜００１＞Ｆｉｂｅｒとｒａｎｄｏｍ以外はなしを表しています。 

＜００１＞Ｆｉｂｅｒが５７％近くで、ｒａｎｄｏｍが１１．８％ 

    １００－（５７＋１１．８）は＜００１＞ｆｉｂｅｒ，ｒａｎｄｏｍ以外を表しています。 



＜１１１＞Ｆｉｂｅｒ以外の主要な方位は 

 

 

 ｛１１１｝面配向（φ１がフラット）が存在しています。 

 



又、φ２＝０ ｓｅｃｔｉｏｎを拡大 

 

 

{０３８}、｛０２１｝面配向（φ１がフラット）が存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 



｛００１｝、｛１１１｝、｛０２１｝、｛０３８｝面配向のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算 

 

 

 

 

 

 

｛０３８｝を追加することで 

｛００２｝の広がりが抑えられ 

＜００２＞ＦｉｂｅｒのＶＦ％が 

下がりました。 



測定データの見直し 

 

 

 β＝７５度のプロファイルで極点図のα=１５度付近が盛り上がっている。 

 単純な｛００１｝の面配向ではありません。 

 吸収の影響で極点図の外周付近が上がることもありますが、ＡＺ３１の吸収係数は７１．７７あり 

 ＭＴ＝１以上あるので、吸収の影響はありません。 

 

 

 

 



付録 

面配向から軸配向に変換 

 

 

 

 

φ２方向がフラット φ１、Φ方向はが１５度と９０度付近に盛り上がりがあり軸配向が認められます。 

 

 


